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７
月
５
日
（
金
）
に
東
京
・

中
野
駅
前
の
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦

工
事
業
組
合
連
合
会
（
東
タ

連
）
の
第
３７
回
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
、
連
合
会
を
構
成
す
る

３
団
体
（
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦

工
事
工
業
協
同
組
合
﹇
東
タ

協
﹈
・
東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協

同
組
合
﹇
東
タ
築
﹈
・
武
蔵
野

タ
イ
ル
工
事
組
合
﹇
武
蔵
野
﹈）

か
ら
役
員
各
位
が
参
集
し
た
。

東
タ
協
・
瀧
山
副
理
事
長
の

司
会
進
行
で
、
東
タ
築
・
舘
理

事
長
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
挨

拶
に
立
っ
た
東
タ
連
・
塩
原
会

長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
皆
さ
ん
、
ご
参
集
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
連
合
会
の
一

番
の
仕
事
は
技
能
検
定
試
験
の

実
施
で
、
こ
の
夏
も
８
月
下
旬

の
実
施
に
向
け
て
準
備
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
私
は
こ
の
総
会

を
期
に
会
長
職
を
退
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
し
ま
す
。
新
年
度
は

東
タ
協
・
矢
部
理
事
長
を
会
長

と
し
て
、
技
能
検
定
の
本
番
に

臨
み
ま
す
。
本
総
会
を
連
合
会

の
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。」

次
に
東
タ
築
・
森
井
理
事
が

議
長
に
就
き
、
議
案
審
議
が
進

め
ら
れ
た
。

一
、
事
業
報
告
（
技
能
検
定
運

営
委
員
会
、
総
務
委
員
会
、
広

報
委
員
会
、
組
織
委
員
会
）

一
、
会
計
決
算
報
告
（
本
会

計
、
技
能
検
定
関
係
）

一
、
事
業
計
画
案
・
予
算
案（
本

年
度
技
能
検
定
受
検
者；

１
級

４７
名
、
２
級
２１
名
）

一
、
会
長
改
選
、
総
会
宣
言
、

そ
の
他

ス
ム
ー
ズ
な
議
案
審
議
で
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、
終

了
し
た
。

そ
の
後
、
友
誼
団
体
・
メ
ー

カ
ー
・
商
社
か
ら
来
賓
を
迎
え

て
、
三
団
体
か
ら
桑
原
理
事
・

山
崎
理
事
・
島
村
理
事
が
司
会

を
務
め
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。
始
め
に
東
タ
連
・
矢
部
新

会
長
は
「
全
タ
協
さ
ん
か
ら
の

技
能
検
定
の
予
算
が
復
活
し
ま

し
た
の
で
、
運
営
委
員
長
、
主

席
を
中
心
に
今
年
の
技
能
検
定

も
力
を
結
集
し
て
し
っ
か
り
実

施
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨

拶
。
来
賓
の
㈱
梅
村
タ
イ
ル
店

・
梅
村
会
長
か
ら
、
連
合
会
が

コ
ア
に
な
っ
て
タ
イ
ル
復
活
の

礎
を
と
の
祝
辞
が
あ
り
、
東
タ

協
・
狩
野
理
事
の
力
強
い
乾
杯

の
発
声
で
懇
親
の
宴
の
幕
が
上

が
っ
た
。
メ
ー
カ
ー
・
商
社
か

ら
の
来
賓
の
皆
さ
ん
が
紹
介
さ

れ
、
一
言
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
歓

談
と
情
報
交
流
の
輪
が
広
が
っ

た
。

（
広
報
部
）

総
会
の
も
よ
う

三
団
体
の
力
を
結
集
、
未
来
に
向
け
て

明
日
の
連
合
会
の
発
展
を
�

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連
合
会
第
３７
回
総
会

東タ連・塩原前会長

懇
親
会
の
乾
杯

東タ連・矢部新会長

第２０１号

梅
村
会
長
と
来
賓
の
皆
さ
ん
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東京都タイル煉瓦
工事業組合連合会

東
京
・
武
蔵
野
地
域
の
タ
イ

ル
組
合
で
あ
る
武
蔵
野
タ
イ
ル

工
事
組
合
（
塩
原
且
宏
組
合

長
）
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
タ

イ
ル
de
ア
ー
ト
」
と
題
し
た
、

も
の
づ
く
り
体
験
と
し
て
の
モ

ザ
イ
ク
教
室
が
、
今
年
で
１５
回

目
を
迎
え
て
〈
み
た
か
商
工
ま

つ
り
〉（
三
鷹
商
工
会
主
催
）
の

会
場
で
行
な
わ
れ
た
。

今
回
は
何
年
か
ぶ
り
で
大
屋

根
広
場
（
東
京
多
摩
青
果
跡

地
）
か
ら
三
鷹
市
役
所
に
会
場

を
移
し
て
実
施
さ
れ
た
〈
み
た

か
商
工
ま
つ
り
〉
は
、
７
月
１３

日
（
土
）
〜
１４
日
（
日
）
の
二

日
間
、
熱
暑
を
吹
き
飛
ば
す
よ

う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
に
実
施
さ

れ
た
。

〈
み
た
か
商
工
ま
つ
り
〉
は
、

三
鷹
市
の
夏
の
風
物
詩
と
も
い

え
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
物
産
展
・

模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
は
じ
め
、
Ｆ

Ｃ
東
京
コ
ー
ナ
ー
・
ジ
ブ
リ
美

術
館
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
催

し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
木
工
・
タ
イ
ル
モ
ザ
イ
ク
・

ラ
ジ
オ
づ
く
り
な
ど
）
や
フ
ワ

フ
ワ
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

は
毎
年
子
ど
も
た
ち
に
人
気
を

呼
ん
で
い
る
が
、
中
で
も
「
タ

イ
ル
de
ア
ー
ト
」
は
特
に
親
子

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、
猛
暑
の
下

で
も
今
年
も
例
年
の
よ
う
に
延

べ
２
０
０
人
以
上
の
親
子
が
モ

ザ
イ
ク
ア
ー
ト
制
作
を
楽
し
ん

で
い
た
。
主
な
制
作
物
は
ト
レ

イ
・
鍋
敷
き
・
伝
言
ボ
ー
ド
な

ど
だ
が
、
そ
の
ほ
か
今
年
も
木

製
の
貯
金
箱
を
用
意
し
、
そ
れ

に
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
施
す
作

品
づ
く
り
も
、
吉
野
前
組
合
長

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
登
場
、
人
気

を
呼
ん
で
い
た
。

「
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
創

作
体
験
で
き
る
モ
ザ
イ
ク
ア
ー

ト
は
、
タ
イ
ル
の
魅
力
を
一
般

の
人
た
ち
に
伝
え
ら
れ
る
良
い

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
う
し
た
体

験
を
通
し
て
、
住
ま
い
空
間
に

タ
イ
ル
を
も
う
一
度
復
活
し
て

も
ら
う
き
っ
か
け
に
」
と
塩
原

組
合
長
は
語
る
。
若
手
が
リ
ー

ド
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
試
み
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
参
加
者
も
多

く
、
夏
休
み
の
宿
題
（
工
作
）

を
早
く
も
仕
上
げ
よ
う
と
い
う

小
学
生
も
い
て
、
参
加
者
は
親

子
連
れ
が
圧
倒
的
に
多
い
。
最

後
に
目
地
が
入
っ
て
仕
上
げ
ら

れ
た
作
品
を
満
足
げ
に
抱
き
し

め
て
帰
る
参
加
者
の
笑
顔
が
、

技
能
士
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
も

何
よ
り
の
清
涼
剤
と
な
る
。

（
広
報
部
）

東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会

（
金
澤
久
雄
会
長
）
で
は
、
東

京
都
職
業
能
力
開
発
協
会
の
推

進
す
る
�
も
の
づ
く
り
体
験
学

習
�
に
積
極
的
に
協
力
し
、
１０

数
年
前
か
ら
小
学
生
の
「
タ
イ

ル
モ
ザ
イ
ク
体
験
教
室
」
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
特
に
も

の
づ
く
り
学
習
に
熱
心
な
太
田

区
の
道
塚
小
学
校
（
山
本
恵
美

子
校
長
）
と
矢
口
小
学
校
（
八

木
佳
子
校
長
）
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

づ
く
り
体
験
教
室
が
自
主
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
恒
例
化
し
て
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
タ
イ
ル

技
能
士
会
で
は
「
タ
イ
ル
モ
ザ

イ
ク
に
よ
る
ト
レ
イ
制
作
」
と

題
し
て
高
学
年
生
向
け
に
モ
ザ

イ
ク
画
制
作
の
指
導
を
し
て
い

る
が
、
今
夏
も
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
懸
命
に
作
品
づ
く
り
に

取
り
組
ん
だ
。

�
道
塚
小
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ス
ク

ー
ル
��
矢
口
小
サ
マ
ー
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
�
と
い
ず
れ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
「
地
域
の
お
と

な
と
子
ど
も
た
ち
が
ふ
れ
合

い
、
子
ど
も
の
感
性
や
社
会
性

を
育
て
る
た
め
、
学
校
と
父
母

と
生
徒
が
連
携
し
て
体
験
学
習

す
る
場
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
７
月
２３
日
（
火
）
に
は

道
塚
小
（
参
加
者
４０
人
）
で
、

８
月
１０
日
（
土
）
に
は
矢
口
小

（
参
加
者
４２
人
）
で
午
後
１
時

半
か
ら
４
時
半
ま
で
「
モ
ザ
イ

ク
制
作
」
の
体
験
指
導
が
行
な

わ
れ
た
。

技
能
士
会
が
用
意
し
た
約
１５

×
１８
㎝
の
木
製
ト
レ
イ
に
カ
ラ

フ
ル
な
１
０
０
㎜
角
内
装
タ
イ

ル
（
在
庫
品
）
を
く
い
切
り
を

用
い
て
カ
ッ
ト
（
加
工
）
し
て

ボ
ン
ド
で
張
付
け
て
ゆ
く
。
子

ど
も
た
ち
が
モ
ザ
イ
ク
を
張
り

上
げ
た
後
の
目
地
づ
め
は
技
能

士
さ
ん
た
ち
が
行
な
い
、
子
ど

も
た
ち
は
自
分
の
作
品
が
目
地

つ
め
さ
れ
、
き
れ
い
に
仕
上
が

っ
て
ゆ
く
様
子
を
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
見
つ
め
る
。

「
作
品
が
仕
上
っ
て
ゆ
く
と
き

の
嬉
し
そ
う
な
表
情
に
こ
ち
ら

も
感
動
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に

タ
イ
ル
の
魅
力
や
モ
ザ
イ
ク
の

楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
、

少
し
で
も
タ
イ
ル
を
住
ま
い
に

使
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
」（
金
澤
会
長
）
と
、
材
料

実
費
と
し
て
一
人
５
０
０
円
は

負
担
し
て
い
た
だ
く
が
、
技
能

士
会
の
タ
イ
ル
普
及
活
動
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。
地
道
な
試

み
で
も
、
「
継
続
は
力
な
り
」

で
あ
る
。

（
広
報
部
）

〈
み
た
か
商
工
ま
つ
り
〉で

今
年
も
猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す
モ
ザ
イ
ク
作
品
づ
く
り
�

道
塚
小「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ス
ク
ー
ル
」

矢
口
小「
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事
組
合

指導にあたる武蔵野タイル
工事組合の皆さん東

京
都
タ
イ
ル
技
能
士
会
の

モ
ザ
イ
ク
教
室

道塚小生徒と作品

モザイクアートの作品の
数々

モザイク画制作 指導のようす
（道塚小）

楽しげに完成した作品を抱えて…矢口小生徒と作品

モザイク画制作 指導のようす
（矢口小） 完成した作品に感激！

（４）平成２５年９月１５日東 タ 連 広 報第２０１号


